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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています
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第 38 回八女茶で健康
全国茶品評会玉露の部　星野村の倉住努さんが日本一獲得！

　この品評会は、国の農林水産祭
参加行事として、全国茶生産団体
連合会が主催したもので、平成
30 年 8 月 28 日〜 31 日まで静岡
市の（株）静岡茶市場で開催され
ました。
　審査茶種は、煎茶 10㎏、煎茶
4㎏、深蒸し煎茶、玉露、かぶせ
茶、てん茶（抹茶にする前のお茶）、
蒸し製玉緑茶、釜炒り茶の 8 部門
があり、それぞれの部門の 1 等 1 席には農林水産大臣賞が授与されます。
私は、審査員の一人として審査をさせて頂きました。
　福岡県からは、煎茶 2 部門と玉露、かぶせ茶、てん茶部門に出品し、そ
れぞれ多くのお茶が入賞したことにより、八女茶の名声を大いに高めるこ
ととなりました。中でも玉露部門では、1 位から 19 位まで独占し、1 等 1
席の日本一には八女市星野村の倉住努さん（57 歳）が輝かれました。
　外観（形状や色沢）、香気、水色（茶碗に淹れたときの茶の色）、味の各
審査項目で満点を取られ、まさに日本一にふさわしい玉露でした。
　倉住努さんは、約 37 年もの間、毎年、全国茶品評会玉露の部に挑戦し、
初の全国制覇を成し遂げられました。玉露つくりでは、茶園の排水が良い
ため、夏の干ばつに留意され、麦わらの投入や潅水に気を配ってあります。
また被覆の開始時期や摘採時期を研究されているそうです。倉住さんご一
家は、お祖父様の代に昭和 6 年の九州・沖縄製茶大量品評会玉露の部で 1
等金杯を受賞、お父様の代でも全国茶品評会玉露の部で２回の日本一とな
られており、名実ともに八女高級茶産地を長年支えて頂いています。後継

者もおられ、今後の活躍が期待されます。1 世紀４代の長きにわたり
高級玉露づくりに尽力され、日本一の八女玉露を支えておられる姿
にただ脱帽し、尊敬申し上げる次第です。

福岡県茶生産組合連合会事務局長　仁田原　寿一
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地域医療の担い手として　⑨

　現在各市町村では「住み慣れた地域で最後まで生活できる環境整備」を
目指し、『地域包括ケア』が始まっています。その一端を担う看護師育成機
関は、この 10 年の間に大きく様変わりしました。
　全国で看護系大学が 267 校と急激に増え、看護師養成機関も 3 年課程が
537 校、准看護師資格を取って進学できる 2 年課程が 142 校あり、何れも
国家試験資格が得られます。一方准看護師養成機関（県知事認可）は 217
校と減少傾向です。
　本校は准看護科と看護師2年課程を併設し、地域医療を目指してきました。
特に僻地を抱えるこの地区では超高齢化と同時に過疎化が急激に進む中、
地域医療が末端にまで行き渡るには絶対数の看護職の育成が不可欠です。
　本校では、今までに看護科 859 人、准看護科 1815 人を送り出しました。
その多くが地域の医療施設で活躍しています。学生の平均年齢も約 23 歳で
18 歳から 40 歳とまちまちですが「人の役に立つ仕事がしたい」「一旦就職
したが、幼い頃の夢が捨てきれない」「身体的なケアができる勉強がしたい」
等、様々な理由で学習に励んでいます。
　私事になりますが同僚と朝のウォーキングを始めて 5 年になります。毎

日同じ風景を見ながら歩いていても新しい発見をす
ることが度々あります。教育の現場も同じで、学生
にも皆それぞれ美点があり、教師にはそれを見抜く
感性・力量が求められます。
　感性豊かな教員が揃い、准看護師や看護師の資格
を取る上で学生が人としても成長する過程を支援出
来るところは本校の強みと確信しています。
　９月末から来年度の願書受付が始まりました。『地
域医療の担い手』として、看護職を目指したい方は
是非本校で学んでみませんか。
八女筑後看護専門学校  准看護科教務主任　田中　恵子

森林セラピー基地　−くつろぎの森グリーンピア八女− 
～できたて空気で　深呼吸・身呼吸・心呼吸～ 

　森林セラピーとは、森の持つ癒し効果を科学的に解き明かし、心
と身体の健康に活かそうという取組です。県内には八女市黒木町を
含め４基地、九州沖縄地域では１１基地が認定を受けています。
　訪れる方に、心も身体もくつろいでもらうため、森の案内人が一
緒に森を散策します（※案内は要予約、有料）。森の中や周辺で耳や
目、鼻、手足、味覚等の五感を研ぎ澄ませて、木々の息吹や風のざ
わめきを感じてください。そして、その中で一番自分に合ったリラッ
クス方法を探してみてください。また、年に６回程度イベントを開
催しております。
10 月 20 日 ( 土 ) フォークデュオ五円玉コンサート
　「森の案内人」が約 2㎞の森林セラピーロードをご案内
　「森のなかまたち」&「五円玉」によるコンサート
　先着 50 名 参加料 2,000 円 ( セラピー体験・森の癒し弁当 ･ 温泉券付 )
　応募締切　10 月 9 日 ( 火 )
12 月 2 日 ( 日 ) セラピーウォーク
　森の案内人とグリーンピア八女全ての森林セラピーロードを約
7.5㎞歩きます　健康に自信のある方
　先着 50 名　参加料 1,000 円 ( 森の
癒し弁当 ･ 温泉券付 )
　募集締切　11 月 19 日 ( 月 )
下記へ電話またはＦＡＸでお申し込み
ください
八女市役所 黒木支所 産業経済課商工
観光係　　☎ 0943-42-1115


